




















































植村  徹・高橋 宏和・秋元 佐恵 
  






 筑波大学附属駒場中・高等学校 中学校第67期担任団 








































































































































線接続世帯が 72.2%  [総務省, 2014]、学校の光ファイ










活用時期：2014 年 5 月～6 月 












学校での地域研究は以下の 2 つである。 
 総合学習 B：東京地域研究 
…中 1・1 月～中 2・7 月 
 総合学習 C：東北地域研究 






























一方で、前節(3.1 )に示したとおり、地域研究は 7 月
に区切りを迎える。フィールドワーク後に 1 ヶ月ほど
余裕があるとはいえ、授業時数として確保されている
のは、中 2 の場合 6 月上旬の連続 2 時間と 6 月下旬の
連続 3 時間の合計 5 時間のみ、中 3 に至ってはすでに
次の総合学習（総合学習 D「テーマ学習」）が開始さ
れており 0 時間である。 
完全に授業の枠外で報告書作成を行うことを想定し
て、締め切りを 2 学期に先送りすることも想像に難く
ないが、中 2・中 3 ともに、次の総合学習（中 2：総










































 デスクトップ版(PC 版)の Word との連携 
 OneDrive 上で利用できるオンライン版の


































(図 3の Excelブック)を同時編集している。 
 
校外学習委員自体は以前から Google Drive を用い
て情報共有しており、オンラインストレージ上での編
－ 134 －
 集作業を経験していたが、デスクトップ版の Excel と








使用者：126 名(生徒 123 名、学年担任団 3 名) 








































































1. OneDrive へのアクセスとサインイン 
2. ひな形ファイルのありか 
 － 共有フォルダについて 
3. 編集 － 2 つのモードの切りかえ 
4. 画像の挿入と縮小 
5. 文書の保存 － 自動保存 
6. 提出チェック  







































1. 進捗面：校外学習委員が担当班（1 人につき 2
班）を持ち、少なくとも週に 1 度は執筆状況を
確認し、激励した。 











図 12 メンバーが一堂に会しての原稿作成作業 
 
 





























図 14 校正依頼の表紙 
 
 






正指示を出した。(図 16 ) 
 
 
図 16 印刷所との校正作業 
 
印刷所との 2 度の校正をへて、8 月末に報告書が納
品された。フィールドワーク終了から約 3 ヶ月での完
成であった(図 17 )。 
 
 

















































3.6.3  Office Onlineの制約 
オンラインストレージ全般には当たらないと思われ
るが、Office Online の使用に起因する問題点も確認で









































































の学年同様、PowerPoint のスライド 1 枚をポスター







OneDrive 上での作業ではなく、校内 LAN のファイル
サーバ上にひな形を置き、そのファイルをデスクトッ









図 21 ポスターの下書き作成作業(手書き) 
 
 
図 22 PowerPoint でのポスター作成例 
 
 

































 [通商産業省, 2000] 
「(1)パスワード及びユーザ ID 管理 








また、OneDrive を提供している Microsoft のサー
ビス規約を確認したところ、同規約 2.1 に以下のよう











































上記 1.は本校でも事例があり、2010 年に 63 期中 2
が実施した。具体的には保護者に周知を図った上で生
徒各自に Google アカウントを取得させ、そのアカウ











えるものに絞ると、Google Apps for Education や、
Microsoft Office 365 Education などが挙げられる。ど
ちらも初等中等教育での活用事例がある。 [Google, 
2013] [日本マイクロソフト,2014] [沼崎拓也, 2014] 
本校では、スーパーサイエンスハイスクール事業で
技術・家庭・芸術科主催の連続セミナー「メディア虎
の穴」受講生環境を整備するため、すでに Office 365 
Education を契約済みであり25、共同学習用チームサ
















































る」と指摘している。 [森園子, 2010] 
11) もともとは校外学習の主目的として位置づけら
れていた。 
12) 1999 年の中 2（52 期）より実施されている。手
書きの配付資料やスライド(PowerPoint 含む)を
用いた発表が続いたが、2010 年の中 2(63 期)以降
はポスター発表が主体となっている。 









ている。 [米田真一, 2013] 
15) 本文 3.2.1 および別表参照。 





18) 本校においても、澤田英輔・大野新が 2013 年度
中3テーマ学習においてこの作業形態で原稿の協




















22) Microsoft コミュニティでの質問「skydrive の一
つのアカウントに対する複数の PC からの接続」
へのフォーラムモデレーターからの回答, 2012
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月日 行事 生徒 校外学習委員 担任団 印刷業者 
5/21 - 22 フィールドワーク  
5/23 




  原稿作成  確認・ 
適宜コピー作成 
 
6/7 総合学習(2時間)    
   確認・激励   
6/13 ［音楽祭］  
   確認・激励   
6/21 総合学習(3時間)     
   確認・激励   
6/26  原稿提出 確認 確認  
7/1 - 4 ［期末考査］  
7/7  （ポスター作成） 画面上で校正   
7/8     








7/14  （発表会準備）  
7/15 - 16 口頭発表会（ポスター）  
7/18 ［終業式］ 校正(紙)完了・提出 回収・入力 業者打診 
    プリントアウトして
再校正(紙)・入力 
 
7/23    業者打ち合わせ 
・印刷原稿(紙・データ)提出 
     初校版作成 




    再校版作成 
8/4 – 8   再校作業  
    印刷・製本 
8/25   検修 納品 
8/27   フィールドワーク先に発送作業  
9/1 報告書配布  
－ 145 －
